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   During the past five years, 342 cases of urolithiasis were found among the 3, 821 cases of 

urological patients who visited the Toho University medical school clinic. 

   Clinical statistical analysis of these 342 cases gave the following results. 

   Thirty-nine cases of them showed double location of stones in the urinary tracts. 

   (1) The occurrence of urolithiasis during the past five years was 8.95 per cent of the 
whole cases. 

   (2) They consisted of 78 cases  (20.5%) of renal, 234  (61.4%) of ureteral, 35 (9.2%) of 

vesical, 13  (3.4%) of urethral and 21  (5.5%) of prostatic calculi. 

   The number of the patients with calculus in the upper urinary tracts was much more 

than that of the patients with calculus in lower urinary tracts. 

   So-called "Stone wave" was revealed. 

   (3) As to sex, the condition was found to occur for more frequently in males (280 cases  : 
81,  87%) than in females (62 cases : 18,  13%). The ratio was 4.5 to 1. 

   (4) Age distribution of the cases showed 152 occurred in the third decade and 90 in the 

fourth decade. 

   (5) As to seasonal variation, the  results were reported previously. 

   (6) As to occupations of the patients, the results of analysis shound higher incidence 

among office workers. 

   (7) The recurrence was 20 cases  (5.25%). 

   (8) As the initial symptoms and the chief complaints pain and haematuria were observed 

most frequently.
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  (9) Treatment of the upper urinary tract calculi was surgical operation in about a half 

of cases while the other half received conservative therapy. 

   For cases of vesical and urethral calculi, endoscopic treatment was commonly used, and 

for cases of prostatic calculus, the treatment was conservative in all of them. 

  It should be noted that cases of spontaneous discharge or chemical dissolution of stones 

have been increasing.

1緒 言

尿路結 石 症 は,世 界 の いず れ の 地 方 に 於 て も

殆ん ど存 在 す る疾 患,即 ち人 類 一 般 の 疾 患 で あ

る.

故 に尿 路 結 石 症 に 関 す る臨 床 統 計 的 観 察 は毎

年数多 く報 告 され て い る.

しか し,そ の 発 生 頻 度,部 位 及 び患 者 の年 令

等は各 地域 に よ り,又 時 代 に よ りか な り相違 す

るもので あ る.

いず れ に しろ,年 々増 加 して 来 て い る尿 路 結

石症 につ い ては,患 者 が 泌 尿 器科 の 専 門 的 診 断

を求 め る ことが 多 くなつ た こ と,診 断 法 の進 歩

もあるが,生 活 に於 け る心 身 の 緊 張,不 安 が 大

いに関 係が あ る と思 わ れ る.

即 ち我が 教 室 に於 て は昭 和28年 か ら,昭 和33

年に至 る満6年 間 の統 計 を報 告 し て い る が,今

回は それ以 後,即 ち昭 和34年 よ り昭 和38年 迄 の

5力 年 間 の統 計 的 観 察 を 行 い,か つ 前 回 の6力

年間 の統 計 と比 較 し,不 足 な 統 計 を補 い,又 稲

田の全 国統 計 等 と の比 較 を行 つ た の で,そ の 概

略を こ こに報 告 す る.

■ 観 察 事 項

観察の対象は過去5年 間即ち昭和34年1月 より昭和

38年12月末 日迄に東邦 大学泌尿器科外 来を訪れた 尿路

結石(前 立腺結石を含む)患 者であ る.

ω 発生頻度

5年 間の外来泌尿器科患者総数は3,821名 であ り,

尿路結石患者は この内342名 をかぞえ,8.95%の 高頻

度を占める.

前回の当教室の統計 と比較 し,結 石患者総 数に於 て

は・前回の187名(但 し6年 間)よ り342名へ と,そ の

増加ぶ りが著明であ り,頻 度 では,6.83%が8.95%へ

と増々上昇の傾 向が認め られ る.

結石患者を年次別にみ ると,表(1),(1')に 示

す如くで逐年泌尿器科 患者総数の増 加 と共 に結石患者

数も増加 してい る(表(1),(1)').外 来患者総

数 に対す る結石患者 頻度は,い ずれの年代 で も,7%

以上を示 し昭和37年 ～38年 に最 も高い ピe-一クを示 して

いる.

表1年 次別外来 患者,結 石患者数

獅 度
昭 和

34年628476537.8:18.43

35年7695515703.7;19.10

36年8074712593.9=17.31

37年9458113947.0=19.94

38年6725016663.1:19.82

1

合 計3,821280623424.5:18,95

表1'年 次 別 外 来 患 者 ・結 石 患 者 ・排 石 後 術 後

患 者 ・結 石 の 疑 い の 患 者 数

年課 総総 姦「騰 者数慧石讐術鶴 の疑
昭和

34年162853司34

35年76970537

　
36年807591%36

37年9459461491

38年67266
19i56

合 計3,82134237212

又全 国主要大学のそれ と比較す る と表2の 如 くであ

る.(表2)

即ち,高 橋等 の言 う様に本邦に於け る尿路結石症の

発生頻度は,北 方に薄 く南方 に濃い ことが 確 認 さ れ

る.又 地方別に言つて九州,近 畿に多 く,東 北,北 海

道 では少 な く,特 に北海道に於ては2%前 後 と低値で

あ り,東 京地方は中間に位す る.

又全 国平均(稲 田)3.84%に 比べ2倍 強 と我が教室

の方が高率を示 してい るが,稲 田の全国統 計は,昭 和

29年 迄 の統計で あることを考える と,そ の後全国的に
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表2全 国主要大学泌尿器科外来患者 ・結石患者数とその頻度

磯
年度

東 邦 大 東 大 京 大 九 大 東 北 大 北 大

繊 薯翻
外 来
患者数

結 石
患者数

頻度
(%)

外
患者数数

来麓 蕩 外
患者数数

来籠 蕩 外
患者数数癬 灘 者叢薯鶴

昭和
34年

35

36

37

38

628

769

807

945

672

538.44,545

709.14,624

597.34,405

949.94,621

669.8

3327.32,554

3457.52,703

3768.52,704

2846.13,152

48719.11,87123912.81,195

54720.21.78522112.41,188

61122.21,79524413.61,111

62119.71,88625513.51,372

494.1

544.5

877.8

876.3

計3,8213428.918,1951,3377.411,1132,26620.47,3379591314,8662775.7

1,472

1,537

1,597

1,677

1,900

8,183

35

38

27

44

44

188

2.4

2.5

1.7

2,6

2.3

2.3

※ 稲 田の全 国統計 泌 尿器科患者総数472,772名 結石患者数17,369名(3.84%)

当教室前 回の統計 〃 〃2,929名 〃187名(6.38%)

も増加の傾向がある故,そ の比率は もつ と接近 してい

るものと思われ る.

結石患者342名 中39例 に於 ては尿路の2カ 所以上に

結石を有 してお り,之 を 夫 々別個に 数える 時は総数

381例 となる.こ れは尿路結石者総数に対 し10.24%の

比率である.

尚上述の39例 を詳 しく示す と表3の 通 りで ある

(表3).

その うち最 も多い ものは,腎 結石 と尿管結石の合併

(43.6%)し た ものであ り,尿 管 と膀胱 とに結石の合

併 した ものが これに次いでい る(20.5%)

表3重 複結石例数(39例)

　

歪
曜叉

(2)臓 器別分布

表4お よび図1に 示す如 く,腎 結石78例(20.5%),

重 複 結 石 の 部 位

両側腎結石

両側尿管結石

両側腎結石と1側 尿管結石

1側腎結石と両側尿管結石

1側腎結石と同側尿管結石

1側腎結石と他側尿管結石

1側腎結石と前立腺結石

1側尿管結石と膀胱結石

1側尿管結石と尿道結石

1側尿管結石と前立腺結石

膀胱結石と前立腺結石

例 数

5

3

2

1

6

8

2

8

1

2

1

/
＼/

＼
＼

x-× 腎結石数

x-・-x尿 管結石薮

o-一一〇 醜胱 結石甑

ひ一一● 尿 通結石数

x-一一x前 立腺 継石紋

〆 こ/,・q
　ま へ

ぐ 鞘 ・款'
.藷

3dsss6」738〔
年度)

図1結 石頻度の年次的増減
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表4結 石部位による年度別統計

零
昭和34年

35年

36年

37年

38年

計

前回の統計

腎 結 石

左 右 両

2

5

13

15

7

4

5

1

12

7

1

1

0

2

3

42 29 7

78

46

尿 管 結 石

左 右 両

15

26

15

32

25

17

24

23

32

21

2

O

1

1

O

113 1L7 4

234

膀胱結石

9

9

4

11

2

35

120 18

尿道結石

3

2

4

1

3

13

4

前立腺結石

5

3

3

7

3

21

計

58

75

64

113

71

381

12 200

尿管結石234例(61.4%),膀 胱 結石35例(9.2%),

尿道緒石13例(3.4%),前 立腺結 石21例(5,5%)で

あ り,最 も頻度の高い ものは,尿 管 結石で234例 にの

ぼ り,次 いで腎結石,膀 胱 結石,前 立腺結石,尿 道結

石の順である(表4,図1).

これを前回の統計に比較すれ ば,そ の例数 にお いて

は著しく増加 してい るが,比 率に於ては尿管結石 は60

%よ り61.4%,腎 結石は23%よ り20.5%,膀 胱結 石9

%よ り9.2%,尿 道結石は2%よ り3,4%,前 立腺結 石

は6%よ り5,5%と な りほぼ同様の値を示 した.又 全

国値と比較してみ ると腎結石に於ては,27.6%の 全 国

値に対し20.5%と わず かに下まわ るが,尿 管結石に於

表5年 度別上部結 石及び下部結石数

ぱ
昭和34年

35年

上 部結 石 下 部 結 石

41
(70.69%)

61
(81.33%)

53
(82,8i%)

17
(29,31%)

14
(18.67%)

11
(17.19%)

いては34.2%(全 国値)よ り61.4%と 当教 室の方 が著

し く上回つている.又 膀胱結石では30.82%に 対 し9.2

%(当 教室),尿 道結石で も5.76%(全 国値)に 対 し

3.4%と,い ずれ も全国値が高い.

前立腺では全国値 の1.62%に 対 し5,5%(当 教室)

と我が教室の方が高値 を示 した.

〔3)上 部尿路結石 と下部尿路結石

表5に 示す様 に上部結石 と下部結石 との関係 を見 る

に,上 部尿路結 石は34年 の70%強 は別 として他の年次

共80%台 を示 し,年 々総尿路結石に対す る比率は増加

してい る(表5).故 に下部結石は 年 々その比率 を減

じてい る.

この関係を グラフに示 したのが図2で あつて,上 部

尿路結石は36年,38年 にその例数は減 じるが相対的 に

そのカーブは上昇し,37年 に ピー クを有 し全般的に増

36年

37年

38年

94
(83.93%)

(・91,3%)1

19
(16.07%)

8
(11.27%)

69
(18.11%)

ノ00

露go

垂 ・・
70

計

前 回 の 統 計

全 国 値(稲 田)

312
(81.89%)

166
(83.00%)

11,283
(61.79%)

34
(17.OO%)

6,949
(38.21%)

60

50

40

jo

20

/0

34年35年36句 …37偉38左F(在 手ノ蔓)

図2上 部 尿路 結 石 と下 部 尿 路結 石 の年 度 別 曲 線
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加の傾向を有す る.こ れに対 し下部結石は5年 間を通

じて,各 年 次共8～19例 の範 囲に止 ま り,減 少は比較

的少な くその例数についても著 し く少ない(図2).

前 回の統計 のそれ と比較す ると,そ の例数 に 於 て

は,は るかに増加 してい るが,そ の比率に於 てはほぼ

同様の値を示 し傾 向も一致 している.

こ うした上部尿路結石の増多は荒川,稲 田等に よつ

て も示 され てお り,全 国的な傾 向と考え られ る.

本邦に於け る結石分布図 といわれ るものは全般的に

み て,北 方に薄 く南方に濃い とされ,地 区別に見れば

四国,中 国,九 州,近 畿,中 部,関 東,東 北,北 海道

の順であ ると言われ てい るが,第6表 の全国主要大学

病院の上部結 石,下 部結石数は実際そ の傾向に一致し

てい る(表6).

表6全 国主要大学年度別上部 ・下部結石数

轟
昭和34年

35年

36年

37年

38年

計

東 邦 大

上部痢 罐

41

61

43

94

63

302

17

14

11

18

8

68

東 大 京 大 九 大

上部結礁 難 部纈 甜 上部細 甜

292

228

292

264

1,076

33

21

18

17

89

238

289

357

386

1,270

64

65

57

83

269

153

177

149

136

615

21

18

37

25

101

東 北 大

上部結礪 響

44

46

77

81

248

10

12

20

16

58

北 大

上部細瀦

25

31

21

31

36

144

10

7

6

正3

8

44

又稲 田の全国統計では,上 部結石61.79%,下 部結

石38.21%で あ り,我 々の統 計 と比較 し上下の差が少

ない.同 様稲田の報告では上下の差が最 もはなは だし

いのは関東地方 であ るとしているが,表6か らもそれ

が うかがわれ る.即 ち関東地方にては農業 は少 くほ と

ん どが俸 給生活老,そ の他 の都会生活者であ り,こ れ

らは都会の精神,神 経 的及び肉体的生活状態 の差に よ

るか とも思われ る.

次に紹 石波 の問題であるが,こ れ に就 ては1920年 頃

よ り欧 州に於て上部 尿路結石が増加 してい る事が一般

に認め られ,本 邦に於ては欧州よ り少 しく遅れて1940

年 前後 に現われ た事が認め られた.

その後,戦 後 とくに1953年 に大結石波 と唱え られ る

程顕著 となつた.我 々の統計でも図2に 示す通 り結石

波が認め られた,

この結 石波は全国的に発 展しつつあ ることは判明 し

てい るが,診 断法の進歩や,患 老の泌尿器科への受診

が多 くなつた こ ともさるこ となが ら,日 常 の生活に於

け る心身の緊張,不 安等も大いに原 因 となつ てい ると

思われ る.

(4)腎 ・尿管結石の左右差

表4の 如 く,腎 結石 では左が多いが,尿 管結石では

その左右差はほ とん ど認 められなかつた.こ れを上部

尿路結石全体 としてみれぽ一層左右差が認め られな く

な る.

稲 田の全国統 計では,わ ずか に 左 が 多 く,又 南

(1940～1954)の は左が,Parmenter(1936)の は右

が少 し多いが,何 れ も有意 の差はない と思われ ると報

告 している.

この様 に各報告者に よつて色 々であ り,上 部尿路結

石の左右別については一般に どち らが多い とは言えな

い.

我々の統計では,両 側は11例(3.5%)で 各報告者

の平均10%前 後 と比べその値 は低い.

(5)尿 管結 石の位 置

尿管結石238例 につ き,そ の尿管 に於け る結石の位

置を示 した のが表7で ある(い ずれ も初診時の位 置で

あ る.)(表7).

表7尿 管における結石部位

右

左

計

頻 度
(%)

上 部i

h陶 ㍉ ㌦ 司中部

4

3

7

8

3

11

15

10

25

5

4

9

、1、

3

7

24.8%

12

14

5.9%

下 部

81

84

165

69.3%

※LsはL2～L3に,L,はLs～L4セ こ入 れた,
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最も多い位置は尿管 下部で165例,つ づい て上部59

例(L3～L4>L2～L3>L4～L,>L2=Ls),中 部14例

の順であ る.そ の比率では 尿 管 下 部69.3%,上 部

24.79%,中 部5.91%で ある.

稲田の報告(上 部31.4%,中 部8.4%,下 部60.2%)

と比ぺると,上 部 ・中部では低値であ るが,下 部 に於

ける結石では69,3%と 我 々の方が上 まわつている.

叉左右差に於 ては,上 部 のL3～L4及 びL2～L3で

左が多いのが 目立つ位で特に有意な関係は見当 らなか

つた.

⑥ 性別的関係

表1に 示す如 く,結 石患者総数は342名 で,そ の う

ち男子280名 で81,87%を 占め,女 子は62名 で18,13%

とな り,男 女 の比は4.5=1と な る.こ の数値 は前 回の

統計4.6:1(男164名,女36名)と 比 し,わ ず かに女

性の結石患者 が増 してい ることを示す.

又稲田の全国値5:1と 比 して,わ ずかに下まわ る程

度で大 きな差はない.

表8は 発生頻度を性 別 ・部位別に示 した も の で あ

る(表8).

表8性 別部位別(上 ・下部を含む)発 生頻度

詰 男

腎 結 石

尿管結石

膀胱結石

尿道結石

前立腺結石

60

185

33

13

245

21

67

女

18

49

67

前回の統計

男 女

/

2

0

130

2 34

36

691

計
頻度(%)

312

81.89%

較す ると,上 部尿路結石の男女比 は男245例(78.52

%),女67例(21,48%)で,そ の比率は3.7:1で あ

る.

これに反 し下部尿路結石では,男67例(97.06%),

女2例(2.94%)を 示 し男女比は33,5:1と 圧倒的に

男子に多かつた.

但しこの場合には,前 立腺結石を含んでい るた めに

これ を除いた数値をみ ると,男 子46例(95.83%),女

子2例(4.17%)で 男女比は23:1の 比率を示 してい

る.何 れ にせ よ前に述べた様に上部尿路,下 部尿路共

に男子が多 く,特 に下部尿路に於いては圧倒的に男性

の罹患率の高いことが判 る.

前回の我が教室 の統計では,女 性で下部尿路結石を

有す るものは1例 も無かつたが,今 回は2例(膀 胱結

石)を 経験 した.

一方 ,年 度別に性別比を眺めてみ ると,上 部尿路結

石に於 て男女間における差が年 々接近 してい るとい う

諸氏 の報告は,我 々の統計で も明瞭ではないがその傾

向あ りと推察 出来 る.こ れ は食生活,生 活様式,外 来

刺戟に対す る反応態度等の変 化に よるものであろ う.

(7}年 齢的観察

図3に 示す如 く,結 石の頻発す る年代は20才 代であ

り,次 いで30才 代,40才 代,10才 代,50才 代 の順 とな

る。しか もこれ ら年代の結石の多 くは上部尿路結石で

ある(図3).

0

6916436

18・il%184・5%i15・5%

※ 尿路2ヵ 所以上の結石を含む

即ち,腎 結石に於ては男女比は,大 略3.4:1,尿 管

結石は3.9:1で あ るが,膀 胱結石では16.5;1,尿 道

結石は男子のみで女 子に1例 もな く,下 部に移 るにつ

れて女子患者 数が激減 してい る.こ の現象は男女 の尿

路解剖学的関係か らみて男子に於け る尿道狭窄,前 立

腺肥大症の如 き尿 の停滞 と感染を起す種 々の要 素が女

性に加わ る事 が少 ない とい う事実に よつて説明 され る

であろう.又,Higginsや 本邦 に於け る多 くの報告 と

比較 し,尿 管結石に於け る男女差が我 々の統計では著

しく少ない ことに気づいた.

更に此等について上部尿路 と下部尿路 に区別 して比

ζ7〆0203ジ40∫05グ;ei80

図3年 令的結石患者数曲線
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しかるに50才 代,60才 代になる と上部尿路結石の減

少で,上 部尿路結石 と下部尿路結石 の差がほ とん どな

くなつ て来てい る.

特に70才 以上のものでは,上 部尿路結石はただ1例

を認め るにす ぎない、

こ うした年令的関係を当教室前 回の統計 と比べてみ

るに,頻 発年代は20才 代で一致 しているが,50才 代 と

10才代 では順位が逆であ り,71才 以上に於 て,前 回は

上部 尿路結石が下部尿路結石に比 し多かつたが,今 回

の統 計では下部尿路結石が多 く,本 邦の各報告例 と基

本的に一致 してい る.

表9,9',図4は 各年代毎に結石を発生部位別に整理

表9年 令別,部 位別結石統計

年濾 位
1～10才

11～20才

21～30才

3玉～40才

41～50才

51～60才

61～70才

71～ 才

計

腎 結 石

男1女 計

O

5

23

18

5

5

3

1

0

1

60

8

5

工

2

1

0

18

0

6

3互

23

6

7

4

1

78

尿管 結石

男 隊 計

1

17

81

49

25

8

4

0

0

5

25

8

7

2

2

0

じ

18549

1

22

106

57

32

10

6

0

234

膀胱 結 石

男1女1計

1

1

8

6

7

4

3

3

33

O

0

0

0

1

1

0

1

1

8

6

8

5

3

013

2 35

尿道 結石

男1列 計

1

1

3

5

2

1

0

0

13

o

o

0

0

0

0

0

0

0

1

1

3

5

2

1

0

o

13

前立腺
結 石

O

0

4

1

3

5

5

3

21

計

3

30

152

92

51

28

18

7

381

表9'年 令別及性別発生頻度

〃a

遭
玉～10才

11～20才

21～30才

3}～40才

41～50才

51～60才

61～70才

71～

今 回の統計1前 回の統計
(昭34～38年)1(昭29～33年)

O.79%

7,87%

39.90%

23.62%

玉3.39%

7.35%

5.25%

1,84%

0.50%

5.OO%

45.5Q%

20.50%

1LOO%

10.50%

3.OO%

全国統計

4・00%1

∫ζL

3.53%

4.92%

29.45%

22.88%

17.33%

12.!2%

7.13%

2,64%

9♂

露
80

歪
署

き π

6c

50

嬬

3e

＼＼ 性
＼

種類 ＼ 、
男 女

今回の統計

前回の統計

全 国統 計

81.87%

84.00%

87.76%

18.13%

Σ6.00%

15.24%

20

ψ

図4年 令別部位別結石曲線



石津他一東邦大学皮膚泌尿器科に於ける最近5年 間の結石症について

した ものである(表9,表9',図4)

即ち,10才 以下では,尿 管 ・膀胱 ・尿道 結石が各1

例つつであ り,10才 代では前立腺を除 きあ らゆ る部 位

の結石が発生可能で あることを示 し,尿 管繕石が最 も

多い.

20才代では尿管結石 の著 明な ピー クがあ り,腎,膀

胱,前 立腺,尿 道結石 と続いて いる.尿 管結石は30才

代より著 しく減少 し,71才 以後 では全 く認 められず,

腎結石では,40才 を過 ぎる と著減す る.こ れに対 して

膀胱結石に於ては,21～30才 代,41～50才 代 に最 も多

発し,51才 以上 で もあま り減少 していない,前 立腺結

石はやは り51～70才 代に多 く認 め られたが,21～30才

代にも多 く認め られた事 は注 目すべ きである.

これ らについて,前 回の統 計 と比較す る と,前 立腺

結石以外については,ほ ぼ一致する.た だ 尿管結石 の

著明な減少が,前 回は41～50才 代に起つたが,今 回は

31～40才代であつた.N前 立腺 結石 につい ては,前 回

の統計では50才未満 には1例 もなかつた 。

我々の統計で も示 された様 に,尿 管結石が20～40才'

693

代に頻発す るとい う事 実は,既 にHigginsの 指摘 した

事 であ り,本 邦 に於 ても赤坂,稲 田等 による多 くの報

告があ る.

文明の進歩 と,食 餌及び栄養の改善等に よ り以前は

小児に頻発す る疾患 と言われていた膀胱緒 石も,近 年

は成人及び老 人に頻発す る疾患 とな りつつあ るといわ

れてい るが,我 々の統計で もその事実 を実際 うかがい

知 ることが出来る.

(8)結 石症の季節的消長

最 も結石患者数の多かつたのは,8月 であ り全体の

15.2%で あつた.こ れは当教室前回の統計で も同様 で

あつた(表10,図5).又 最 も少なかつたのは,12月

であつた.

全般的に見て4月,5月 と漸次多 くな り8月 で著 し

い ピークを示 しその後又,減 少 しは じめ,12月 で 最

低,そ の後又増 加傾 向を示す しか し,8月 を中心 と

した季節は全般的に外来患者が多い とい うことも考慮

すべ きであ るろ う.

表10季 節 的 消 長

患 者 数

前 回 の 統 計

1月

20

13

2

21

8

3

20

18

4

30

12

5

28

14

6

32

19

7

35

8

52

2024

9

36

17

10

31

12

11

20

16

12

17

計

342

14187

∫o

40

30

20

10

/L3456789/0//×2

図5月 別患者数(結 石)曲 線

〔月)

⑨ 職業別結石患者数

表11は 尿路緒石症全例について職業別にその発生頻

度を示 した ものであ るが,俸 給生活者が153例 で,全

体の44.74%と 高値を示 してい る(表11).

これ に反 し筋肉労働者は44例(12.8%)と 著 しく低

値で ある.

これを前 回の統計 と比べ ると,俸 給生活老は33.16

%か ら44.74%と 増加 し,一 方筋肉労働者 に於いては

33.79%よ り12.86%と 減少 している.

従来筋 肉労働者や粗食者 に尿石症が多かつたが,近

来頭脳 的職業者に多 く見 られ る様になつた と稲 田等は

報告 してい るが,我 々の統計 もこれに一致 している.

ただ し,阿 世知(1955～1956)が 鹿児島におけ る調

査で農業者が最 も多い と報告 してい る様に,地 方的に

異 なる ことも考え られ る.

(10)再 発頻度

再発頻度 と再発例に於ける発生間隔は表12に 示す如

くである(表12).

即ち総尿路結 石381例 におい て,そ の再発例は20例

で5.25%の 再発 率を示 した.

再発20例 の うち男子16例,女 子4例 と圧倒的に男子

に多かつた.

これ等 の再発期間は,1年 以内に再発す る例が最 も
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表11職 業 別 結 石 患 者 数

i俸 給 者

1

今回の統計

前回の統計

全 国 値

153

44.74%

62

33.16%

31.86%

商工 業者

29
8.48%

23
12.34%

11.65%

筋肉労働者

44
12.87%

63
33.74%

11.37%

自 由 業

8
2.34%

/

/

無 職

44
12.87%

35
18.72%

19.45%

不 明

64

4

/

計

342

187

※ 無職の内に主婦 ・学生を含んだ,

表12再 発 例 数 と そ の 期 間

1年以内

男

女

計

4

1

5

2年 〃

3

1

4

3年 〃

3

1

4

4年 〃

2

正

3

5年 〃

1

1

6年 〃

2

2

7年 〃

O

0

8年 〃

1

1

9年 〃

0

0

10年 〃

1

1

10年以上

正

1

計

18

4

22

多 く,次 いで2～3年 であ り,少 くとも3年 以内にその

過半数以上が発生 してい る,こ の原因に関 しては,術

後或いは排石後 の患老が安心 して通院を怠つた り,再

発予防の措置が不完全な事 な ども考慮され うるが,や

は り患者 自身 の持つ素因にもとず くもの と考 えた方が

よいであろ う.

我 々の統計では,3回 以上 の再発例は1例 も経験 し

なかつた.

⑪ 自覚症発現 よリ来院迄の期間

全症例につ きカルテに記載 された 自覚症発現 よ り来

院迄の期間につ き検討 し表13の 如 き結果 を得た.即 ち

症状発現 より,外 来を訪れ る迄の期間は,尿 管結石が

最も早 く約1/2以 上(128例)は1週 間以内に来院 して

い る(表13).

尿道結石 に於いて も半数(6例)が1週 間以内に外

来を訪れ ている.

これ らは,症 状 の特異性,即 ち強い面痛発作乃至排

尿困難 には じまる事が多い故であろ う。一方腎結石や

膀胱結石では1ヵ 月～1年 の期間が多い.こ れは比較

的症候が緩慢であ るか らと思われ る.

来 院迄 に,最 も長期間を有 した ものは,右 腎結石に

於 ける14年 であつた.

表13自 覚症発現 より来院 までの期間

ぱ
腎 結 石

尿 管 結 石

膀 胱 結 石

尿 道 結 石

前 立 腺 結 石

計

7日以 内

11

128

3

6

1

149

1ヵ 月 〃

10

32

8

3

5

58

2月 〃

16

23

3

4

46

6月 〃

13

30

6

1

2

52

1年 〃

15

12

15

1

3

46

2年 〃

5

5

2

12

3年 〃

4

3

1

2

10

4年 〃

1

1

5年以上

4

1

1

1

7

(② 尿石 症の初発症状及び 初診時の主訴

結石症は1例 で2つ 以上 の症状を有するものも多 く

見 られた.表14は 初発症状 による分類である(表14).

尿 路 結 石症 全般 に つ い て み る と,432の 症状 の うち

疹 痛267例(61.8%){癌 痛92例(21.3%),鈍 痛140

例(32.41%),腰 痛35例(8.1%)},血 尿68例(15.74%)
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表14初 発 症 状

＼

＼ 症＼
＼ 状

＼
、＼

部
位 ＼

腹

部
鈍

痛

費

疵

痛

血

尿

腰

寧
背
痛

悪

傘
嘔
吐

排

尿

痛

頻

尿

排

尿
困

難

残

尿

感

腹
部
異
常
感

発

熱

尿

潤

濁

尿

線
中

結
石

排
出

陰

嚢

痛

陰

茎

痛

腎 結 石

尿 管 結 石

膀 胱 結 石

尿 道 結 石

前 立 腺 結 石

2611249411

103753225

6561

3 3

213

20フ52

35

5

6

623

2

344

3121

計 140926835

34

112

2

2

2.

31

2

1

1

1

1

1

、,2、h51。,6655
[
5i4] ・[・

が主たるものであ る.

上部尿路結石症では,痙 痛,血 尿が多 く,下 部尿路

結石症では,排 尿障碍,血 尿が多い ことは先人 の報告

にある通 りであ る.

部位別にみ ると,腎 結石 におい ては腹部鈍痛が最高

の26例(31.33%)で あ り,癌 痛11例(13.25%),腰

痛9例,排 尿痛1例 であつた.こ れ らを(疹 痛を訴え

るもの どして)合 計す ると47例(56.63%)と 過半数

を占めている.血 尿は24例(28,92%)と かな り高率

であり,こ の痺痛 と血 尿が初発症状 の殆ん どを 占めて

いる.

尿管結石症では腹部 鈍痛 の103例(36.92%)を トッ

プに,瘤 痛が75例(26.88%),腰 背痛25例,排 尿痛

7例 であ り,疹 痛を訴 えた ものとしてま とめてみ ると

210例(75.27%)と,全 体 の約3/4を 占めてい る.又

血尿は32例(11.47%)で あつた.

表15主

腹部鈍痛の部位は腎結石,尿 管結石共 に側腹痛が最

も多 く,次 いで下腹痛であつた.

又,癌 痛発作時に悪心,嘔 吐,発 熱を伴つた ものは

24例(7.17%)を 算 える.

膀胱結石 では,血 尿,頻 尿,腹 部鈍痛 がそれぞれ6

例,排 尿痛 ・疵痛が各々5例 であ り,尿 線 中絶,悪 心

嘔吐,残 尿感,排 尿困難等の順 とな る.

ここで腹 部鈍痛,瘤 痛は合せて11例 あるが,下 腹部

痛が多い鈍痛例 も,疵 痛5例 と共に腎,尿 管結石が痛

みの後膀胱 内に自然落下 した もの と思われ る.

尿道結石では,排 尿痛5例(27.78%)を 主微 とし,血

尿3例,腹 部鈍痛3例,排 尿困難,尿 閉,無 尿,尿 線

中絶がそれぞれ2例 であつた.前 立腺結石では,排 尿

時痛が6例 と最 も多 く,排 尿困難,残 尿感がそれぞれ

4例 とつづ き,頻 尿,血 尿,尿 潤濁,腹 部鈍痛 の順で

あつた.前 回の統計 と比べて大差 な く同様の傾向を有

訴

＼

腎 結 石

尿 管 結 石

膀 胱 結 石

尿 道 結 石

前 立 腺 結 石

計

腹

部
鈍

痛

疵

痛

1
26115

107177

2

2

4

141

1

1

94

血

尿

23

26

7

2

4

62

腰

痛

8

21

3

1

33

排

尿

痛

4

10

5

6

4

29

頻

尿

排
尿

困

難

11

5

6

3

1

2

2

2

15 8

腹
部
異
常感

2

4

尿
閉

無
尿

1

1

2

1

65

発 尿

1線

1中

熱i絶

2

2

4

3

1

4

尿

濁

1

1

1

陰

嚢

痛

1

1

1

33

陰

茎

痛

2

1

残

尿

感

1

1

i

3i3
L

結
石

排
出

尿
失

禁
感

t

l
i

lil

I

1 1

人 ・

間精
ド査
ツ中

ク

1

2

3
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する.

表15は 初診時の主訴であ る(表15).

腎結 石症に於て疹痛は55例(鈍 痛26例,瘤 痛15例,腰

痛8例,排 尿痛4例)で63.85%と 半数以上を占め る,

つ づいて血尿23例 であ り,こ の両者が主訴の大部分

を占めてい る.

この うち排尿痛は膀胱炎が合併 したためであろう.

尿管結石では鈍痛107例,癌 痛77例,腰 痛21例 で,

疹痛 よ りみれ ば205例(80.1%)と な り主訴の殆んど

を占めている.血 尿は26例 で これに続いている,

膀胱結石は血尿7例,頻 尿6例,排 尿時疹痛5例 等

であ り,膀 胱結石では膀 胱炎の合併に よる訴えが含ま

表16特 記すべき既往症及び合併症

＼ 既往症
舎併症＼

＼部
位＼

水
腎

準
膿
腎
症

結

核

性

疾

患

一一一一虫

垂

炎

膀 過 骨 消 前 腎 尿 腎 重 関 心糖 肺

撫ll戴1㌔ 炎

精

嚢

腺

副 浮「
{

聖i丸

}丸1腫

…

炎1瘍
既既 往 及 合 併 合

ム 既
口

既 既 既 既 既

杏 既 杏 既 杏 杏 合 合 合 既 杏
既1合 厩

腎 結 石

尿 管 結 石

241510127325

3「203181351126

3{43114228

2 24

2113

,1

、1

合

膀 胱 結 石

尿 道 結 石

前 立 腺 緕 石 1

111

・i182 3

1

41

2

1

1

1

11

'i21

1

1

計 62 45 452920161615126514gl8 2 22

れ るのでこの結果は当然であ る.尿 道結石,前 立腺結

石では特に有意な結果は見 られなかつた.

以上 の如 く,我 々の統計で も先人の報告 と比較 して

大差を認め ることが出来ない.

ただ前回の統計 と同様,今 回の統計でも腎鋳型結石

の自覚症が軽度 であ るとい うことを経験 した .

即ち軽度の鈍痛の他あま り自覚症を認めなかつた.

⑬ 尿石 症と特記すべき既往症及合併症

表16に 示す如 くであつて,腎 結石にあつては,結 核

性疾患を有す るものが15例(腎 結石既往合併症中22.06

%)と 最 も多い.次 いで腎結石 と腎の位置異常,形 態

異常を示す ものとの併存が注i目され る.即 ち腎結石合

併症中17.65%と かな り高値を示 している(表16).

これは尿流が停滞を来 し易い事に も一因があ ると思

うが,一 方Gray(1935),Westerborn(1958),

Edwards(1958),森 脇(1962)等 によつて欝われた

如 く,腎 の実質 に対す る血液供給の不調が発生 し易い

点,即 ち血流障碍 も結石発生の因 として よい と思われ

る.

その他虫垂炎が10例,骨 折7例 であつた.又 合併 症

として,結 石に続発 した とみ られる尿路 病 変 群(膿

腎,水 腎等)は24例 を占め る.こ れは30.77%と 高頻

度にみ られた.

尿管結石症 でも結核性病変が20例(16,13%)と 最

高値であつた.結 核性疾患を有す るものに高率に結石

が合併する ことは以前 よ り知 られてい る事 であ る.

最 も多かつた のは,続 発性病変(水 腎,膿 腎症,腎

孟腎炎)の40例 で27,78%を 示 した.虫 垂炎は31例(25

%)で あ り,こ れ らはいずれ も初診前1～2力 年以内の

ものであ り,虫 垂炎 と誤診 され 易い事 を示す ものであ

ろ う.結 陵性疾患は20例(16.13%),結 石症の既往

を有す るもの13例 であつた.

上部尿路結石ではや は り通過障碍,水 腎,水 尿管等

や その二次感染症が多 く,又 腎の位置及び形態の異常

等 が結石 の発生因子を助長 してい るものであろ う.

次に膀胱結石は下部尿路の通過障碍が決定的誘因と

なる事は,多 くの学者の欝 うところである.即 ち尿の

停 滞による核増大(結 石の核),既 存の結石排出の困

難であることな どがその理 由 とされ てい る,

Wishard(1950)の 報 告に よれば,242例 の膀胱結

石 に於ては,所 謂膀胱 頸部疾 愚,即 ち前立腺炎66%,

中概9%,前 立腺癌6,1%の 既往,合 併症を有 し,そ

の上6%の 尿道狭窄 もある と述べ ている.我 が国に於

て も稲 田等の同様 の報告があ る.
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我々の統計で も,膀 胱炎,尿 道炎 の11例(23,91%)

は別として,前 立腺肥大症の18例,尿 道狭窄 の4例 が

認められ,こ れ らは膀胱結石の合併症を有す る46例 中

それぞれ39.13%,8.2%を 占め,合 計では47.33%と

約過半数を数えた.

叉これを膀胱結石患者総数か らみ ると,前 立腺肥 大

症51.43%,尿 道狭窄11,43%,計62.86%の 高率にの

ぼる.

(但し2つ 以上 の既往 及び合併を有す る結石患者 も

あることを考慮すべ きであ る.)

尿道結石,前 立腺結石 の既往,合 併については前立

腺結石におけ る膀胱 ・尿道炎合併 の8例 は 当 然 と し

て,他 に表16の様 に特定 の傾 向は見 られなかつた.

これを前回の統 計 と比べてみ るにほぼ同様の結果を

得た,

ω 自然排石について

尿路結石381例(尿 路2ヵ 所以上 に結石を有す るも

のを別個に数え る)中 自然排石 を確認 した結石数は57

例である(表17).そ の内最 も多い ものは 尿管下部の

38例であ り,腎 結 石で3例 め目然排石を認めた ことは

注目に値す る.

表18は 初診 よ り排 出迄 の期間 を示 した ものであ る.

最も長い ものは腎結石であ り,1年 以上を要 した もの

もある.

尿管下部では,半 数以上が15日 以 内であつた.

大きな石ほ ど排 出まで に長い時間を要す る傾向があ

るのは勿諭であるが,小 さい もので も結石 表 面 の 性

状,形 な どに よつては排 出に長時 日を要す る場合 もあ

る.

又男女差につい ては,尿 管中部をのぞ き,す べ ての

部位に於て男子 が圧倒的 に多かつた.尚 最近は,薬 物

697

表17年 度別 ・性 別 ・部位別 自然排石患者例数
■

結石部位

年度

腎
尿 管

上部[中部下部膀胱尿道 計

昭和34年

35年

36年

37年
φ

38年

男

女

1

男

女

1

男

女 1

男

女

13

男

女

1

計 34

1

2

6

5

2

119

O

1 7

2

6

1

8

2

6

2

38

129

2

3 15

2

18

3

6457

注入や薬物投与に よる自然排石の増 加してい るとい う

事 実を見 逃がす ことは出来 ない.

㈲ 治 療

来院患者中結石症 と診断が確定 し,実 際に加療 した

ものを表示 したのが表19で あ る.

i)腎 結石に於ては 治療を 行なつ たものが52例 であ

り,そ の うち保存的療 法を行つた もの14例 で(腎 結石

患者 に対す る比率17。86%,治 療を行つた患者に対す

る比率(26.92%),そ の うち8例 に結石の落下が見 ら

表18自 然排石例数 と初診時 よ りの 日数

5日以内

15日 以 内

1ヵ月以内

2ヵ月以内

6カ月以 内

韮年以 内

1年以上

腎

男1女

1

1

1

尿 管

上 部

男 女

中 部

男 女

夏

1

1

三

正

1

下 部
膀 胱

男i女1男 女

8

13

10

主

3

1

1

1

4

1

1

尿 道

男i女

2

2
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表19治 療 法 又手術的療 法は38例(48.10%,73.08%)に 施行さ

部 位

腎

結

石

尿
管
結
石

膀

胱
結
石

尿
道
結
石

治 療 法

腎 切 石 術

腎 摘 出 術

腎 孟 切 石 術

保 存 療 法

尿 管 切 石 術

保 存 療 法

高 位 切 開 術

経 尿 道 的 摘 出 法

保 存 療 法

鉗 子 に よ る 摘 出

外 尿 道 口 切 開

前立腺嗣 保 存 療 法

例 数

19

8

11

14

60

135

6

9

.6

8

1

14

れた.(こ れ は保存的療法 を行つた14例 に対 し57.14

%と 高率 であ る.)

れてい る.

そ の内訳は,腎 切石術19例,腎 孟切石術11例,腎 摘

出術8例 である,

以前は腎切石術 が多かつたが,近 年腎孟切石術が増

加 してい る.こ の ことは 腎に対す る侵襲を出来 るだけ

少な くしようとす る最近 の傾向に よるものであろ う.

ii)尿 管結石 では195例 中尿管切石術を行つた もの60

例(25.75%,30.77%),保 存的療法(薬 物療法)を

うけ たもの135例(57.94%,62.23%)で あ り,保 存

療法で落下せ るもの45例 であつ た.

iii)膀 胱結石に対 しては,膀 胱高位切開に よるもの6

例(17.14%,28.57%),経 尿道的摘 出9例(25.71%,

42.86%)で ほ とん ど大差 な く,経 尿道的に摘 出し得

ぬ もののみ 切石術を 行 つた.ヌ 保 存療法6例 に於て

は,全 て 自然排 石をみ たが,こ れ らは女子に多かつ

た.(保 存療 法6例 の比率は17.14%,28.57%で あっ

た.)

iv)尿 道結石は異物鉗子等に よ り除去 した も の8例

(61.54%),外 尿 道 口 切 開 術 を 施 行 したもの1例

(7.69%),自 然排石 は4例(30.77%)で あつた.

又前立腺結石に対 しては,す べ て保存療法が施行 さ

れ て居 る.

㈲ 結石の大 きさ

表20結 石の大きさ(長 径に よる)

}毒 繍 轡讐 一
腎

結

石

a自 然落下結石の大きさ

b手 術によ り摘出の結石の大 きさ

icX-Pに よる結石 の大 きさ
i

尿

管

結

石

上

部

中

部

下

部

a自 然落下結石の大 きさ

b手 術に より摘出の結石 の大 きさ

cX-Pに よる結石 の大 きさ

a自 然落下結石の大きさ

b手 術 によ り摘出の結石の大 きさ

CX-Pに よる結石 の大 きさ

a自 然落下結石の大 きざ

b手 術に よ り摘出の結石の大 きさ

CX-Pに よる結石の大 きさ

2mm

以下

12

4

1

1

4

4

7

2mm
～

12

5

1

2

2

1

4

1

12

3mm

1

8

3

1

6

7

3

9

4mm

9

3

1

5

2

1

9

3

6

smml7mm
～1～

1

8

6

1

1正

5

互

3

15

8

12

8

8

1

7

7

1

1

2

6

4

24

1。Mml15Mm

10

9

5

7

3

2

8

14

6

3

1

1

2

2

1

9

10

20㎜

5

3

30mm

以上

5

1
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膀a自 然落下結石の大 きさ4

胱b手 術に よ り摘 出の結石の大 きさ1

結

石cX-Pに よる結石 の大 きさ

2

1

3121

2337

2322

2

2 1 1

尿a自 然落下結石 の大きさ

道b手 術に よ り摘出の結石 の大きさ31

結

石cX-Pに よる結石の大 きさ

1 121

1227 2 王

計

a自 然落下結石 の大 きさ

b手 術によ り摘 出の結石 の大 きさ

cX-Pに よる結石 の大 きさ

9

24

8

8

17

19

9

12

18

14

20

13

20

33

29

11

25

43

4

40

32

2

22

17

6

4

5

2

1

自然落下せ る結石 の大 きさを示 したの が,表20の

(a)で あ り,径5mm以 下 のものが殆ん ど で あ る

が,15mm以 上の ものも2例 経験 した.尿 路全体か ら

みて5mm～7mmの ものが20例 と最 も多かつた.

表20の(b)は 手 術に より摘 出した結石 の大 きさを

長径により示 したものであ る.

最も多かつたのは10mm～15rnmの40例 であつ

た,30mm以 上の5例 中に60mm以 上の ものが2例

あつた.

表20の(c)は 保存的療法を行つた症例(自 然 落下 を

除く)の 初診時X線 写真に於け る結石の大 きさを長径

により示 したものであ る.

7mm～10mmの ものが最 も多 く,43例 であつた.

IH結 語

昭和34年 か ら昭 和38年 まで の5年 間 に,東 邦

大学医学 部 泌 尿 器 科 を 訪 れ た 尿 路 結 石 症 患 者

342名 を統 計 的 に観 察 し,更 に前 回 の 統 計(6

年 間),及 び全 国統 計 等 と比 較 した.

(1)5年 間 の外 来 患 者 総 数3,821名,う ち

尿 路結 石患 者342名 で8.95%で あ る.そ の うち

2カ 所 以上 に結 石 が 介 在 し て い る も のを 加 え る

時は381例(9.97%)と な る.

これ は前 回 の6.38%に 比 べ 増 加 を 示 し て い

る.又 全 国平 均 と比 べ,は る か に 高 率 を 示 し

た,

(2)部 位 的 分 布 で は,尿 管 結 石(61.4%),

腎結 石(20.5%),膀 胱 結 石(9.2%),前 立

腺結 石(5.5%),尿 道 結 石(3.4%)の 順 と な

り前 回 の統 計 と類 似 して い る.全 国 値 との 比 較

では,尿 管 結 石,前 立 腺 結 石 に於 て は我 々の 統

計 が 上 回 り,そ の 他 で は 全 国 値 が 上 回 つ て い

た.

(3)上 部 尿 路,下 部 尿 路 の 比 較 で は,上 部

尿 路 結 石81,89%,下 部 尿 路 結 石18.11%で あ

り,前 回 の統 計 との 差 異 を 認 め なか つ た.し か

し全 国値 と比 べ 上 下 の 差 が 大 きい

(4)腎 ・尿 管 結 石 の左 右 差 で は,特 別 の 傾

向 が 認 め られ なか つ た.全 国 の各 報 告 で も有 意

の 差 は な い と報 じ て い る.

(5)尿 管 結 石 の分 布 状 態 は上 部59例24.8

%,中 部14例(5.9%),下 部165例(69,3%)

で あつ た.全 国値 と比 べ下 部 に 於 て我 々の統 計

が 多 かつ た.

(6)男 女 の 比 は,男 子280例(81.87%o),

女 子62例(18.!3%)で あ り,4.5:1で あ り,

前 回 の統 計,及 び全 国 値 に比 し大 差 は な か つ

た.又 上 部 尿 路 結 石 で は3.7:1,下 部尿 路結 石

で は33.5:ユ で あつ た,

(7)結 石 頻 発 年 令 は20才 代 で あ り,上 部 尿

石 症 が 多 い 下 部 尿 石症 の 多 い の は,!0才 未 満

の幼 い小 児 と71才 以 上 の 老 年者 で あ る.

前 回 の統 計 に 比 し前 立腺 結 石(今 回 の統 計 で

は21～30才 代 に も多 か つ た)以 外 は 同様 の傾 向

を 有 した.

(8)季 節 的 消 長 で は,8月 に最 も多 く,前

回 の統 計 と一 致 し て い る.

(9)職 業 別 に み る と頭 脳 的 労 働老 と筋 肉 労

働 者 で は前 者 の 方 が は る か に多 かつ た.こ れ は

前 回 の統 計 よ りそ の差 が著 し く,全 国 統 計 と一
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致する.

(10)再 発は20例(5.25%)で あつた.

(ユ1)自 覚症発現より来院迄の期間では,尿

管結石が最も短 く,約 半数以上が1週 間以内に

来院している.

(12)初 発症状及び主訴に於ては,疹 痛が最

も多 く半数以上に認められた.

上部尿路結石では疹痛,血 尿が多 く,下 部尿

路結石では排尿障碍,血 尿が多かつた.こ れは

前回の統計と一致する.

主訴については初発症状と大差がな く,疹 痛

と血尿で主訴の大部分を占めている.

(13)既 往症,合 併症では結核性疾患を有す

るもの,有 していたものが最 も多い.

既往症のみでは虫垂炎が45例 と圧倒的に多か

つたが,こ れ らのうちには尿路結石症が誤診さ

れたものがかなり含 まれていると思われる.又

合併症のみでは水腎症及び膿腎症が最 も多 く,

62例 を示 した.

(14)自 然排石は57例(14,96%)に 認めら

れ,初 診 より排石までの期間は半数以上が15日

以内であつた.

(15)腎 結石の治療法は主として手術療法が

多 く,以 前に比べ腎孟切石術の増加が目立つ.

尿管結石症に対しては,保 存的療法が多 く且

有効であつた.

膀胱結石症では,経 尿道的摘出法が9例 で高

位膀胱切開法に比べより多 く採用されている。

又保存療法を行つた6例 はすべて自然 排 石 し

た.

尿道結石では鉗子による摘出が多い

前立腺結石に対 しては,全 て保存的療法又は

放置した.

(16)結 石の大きさでは,自 然排石したもの

は殆んど径5mm以 下であり,手 術により摘

出したものの中には長径60mm以 上の鋳型結

石があつた.
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